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10月18日（土）・19日（日） 

各日１０：00～１５：00 
場所：宮崎公民館 

 

 

 

 

 

 

※車での来場はできません。 

赤ちゃんのための防災教室 
避難所にミルクはあるの？おむつは？ 

子育てボランティアさんと一緒に聞いてみ

ましょう。 

10月 20日（月）10:30～ 

予約不要 当日直接おいでください。 

対象 ０～3歳児と保護者 

費用 無料 

 

予   告 

ジェフを楽しむ！ 
サッカー観戦講座 

いよいよ佳境の見逃せないｖｓ藤枝戦！ 

会場：フクダ電子アリーナ 

募集期間 9/20(土)～10/20(月) 

日時 11月 8日（土）10:00～12：00 

9日（日）12:00～13:00 

対象・定員 どなたでも・30人 

費用 ホームコーナー自由席チケット代 

団体割引で大人 2,700円・小中学生 1,080円 

蘇我 DEボッチャ 2025 
会場：蘇我コミュニティセンター体育館 

募集期間 10/2(木)～31(金) 

日時 11月 23日（日・祝） 

10:00～12：00 

対象 どなたでも OK 

定員 抽選で 12組 

（１人参加 応相談） 

費用 無料 

※申し込み時にチーム名を教えてください。 

講座の申し込み方法 
1. メール：必要事項･･･①～⑤を入力して o u b o . m i y a z ak i＠ cc l l f . j p まで送信。 

①講座名・開催日時、②氏名（ふりがな）、③年代（学年）、④電話番号、⑤〒・住所 

2. 窓 口：宮崎公民館 2 階窓口（年末年始を除く、9：00～17：00） 

3. 応募フォーム：宮崎公民館 HP 下記リンクまたは右の QR コードから申込み 

       https://chiba-kominkan.jp/chuo/miyazaki 

問い合わせ：宮崎公民館       ０４３－２６３－５９３４ 
 

https://chiba-kominkan.jp/chuo/miyazaki


８月中に行われた 
夏のわくわく体験教室第２弾 

8/3（日） 親子そば打ち体験 
 講師の竹沢先生から、そば打ちの極意を聞き、親

子で協力しながら、楽しくそばを打ちました。 

 

7/27 ８/３・２４（日）アイドルダンス教室 
 アリア先生とカノン先生のレッスンとお手本動

画で猛練習！最終日には家族の前で発表しました。 

 

宮崎公民館避難所開設訓練 

 8/３１(日)に、宮崎公民館避難所運営委員会と共

催で避難所開設訓練を行いました。 

 毎年、千葉市一斉に行う訓練（8/24）ですが、地

域の行事を鑑みて、期日をずらして行いました。 

 受付の設営や避難者に入っていただくお部屋の

準備だけでなく、感染症にかかった方を想定した部

屋割りや、仮設トイレの設営等を行いました。 

 また停電に備えて、カセットボンベを使った発電

機の試運転や、４つある蓄電池にソーラーパネルで

充電するテストなども行いました。 

 今年新たに担当になった、千葉市の職員の方（４

名）も積極的に参加していただき、充実した活動に

なりました。 

 
受付と模擬避難者に分かれて訓練中！ 

８月の学習相談 
Q 公民館の備品について、 

①どの館に何があるか調べる方法はあり

ますか？  

②その公民館に無いものは他の公民館か

ら借りることはできますか？ 

A ①公民館の貸出備品については、それぞ

れの館のホームページから確認できます。 

②残念ながら、利用者のための公民館同士

での備品の貸し借りはやっておりません。詳

しくは利用したい公民館に問い合わせてみて

ください。 

 

理科好き館長の 

水やりタイム 

 ９月になり、いよいよ台風シーズンとなりま

す。大きな被害が出ないことをお祈りします。 

 私が幼かったころ、住んでいた所（愛知県）

の真上を台風の目が通った記憶があります。そ

れまで暴風雨だったにもかかわらず、急に雨・

風がやみ、空が明るくなりました。私は、台風

が通り過ぎたと勘違いし、外へ遊びに行こうと

して親から叱られた覚えがあるのです。 

 今から６０年ほど前ですから、台風の備えも

今とは違っていました。雨戸に板を打ち付けて

飛ばされないようにし、引き戸の玄関には扉と

同じ大きさの板を固定していました。 

 なぜそんなことをしたかというと、そのころ

の平屋の日本家屋は、窓が割れて暴風が家の中

に入ると、屋内の空気圧が高まって屋根を飛ば

してしまうからでした。逆に、もし窓が割れた

ら、風を逃がすために逆側の窓を開けることに

なっていました。家が壊れるより、家財がなく

なる方がましだということなのでしょうね。 
   


